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第１章 総合計画の策定にあたって 

 

① 計画策定の趣旨 
 

本町は、平成１９年度から平成２８年度までの１０年間を計画期間とする第１次南越前町総

合計画に基づき、総合的かつ計画的にまちづくりを進めてきました。 

しかしながら、前回の総合計画づくりから 7 年が経過し、推計を超える人口減少や少子高齢

化の進行、社会経済情勢の変化、地方財政危機等、第 1 次総合計画の目標年次を前に本町を取

り巻く社会情勢は策定当時想定した以上に大きく変化しています。 

これら社会情勢の変化に的確に対応するとともに、将来にわたり活力のある豊かなまちづく

りを目指して、当初予定していた計画期間を２年前倒して、第２次南越前町総合計画を策定す

ることとしました。 

本町のこれからのまちづくりの最も基本となる計画として、第 1 次南越前町総合計画の基本

理念を継承し、「住んで良かった」「これからも住み続けたい」南越前町を住民のみなさんと

ともに創り続けていきます。 

 

② 計画の名称 
 

この計画の名称は「第２次南越前町総合計画」とします。 
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③ 計画の構成と期間 
この計画は、「基本構想」「基本計画」「実施計画」により構成しています。 

基本構想⇒基本計画⇒実施計画⇒予算編成方針⇒事業実施の順で、より具体的な取り組み内

容となります。 

 

基 本 構 想 第１次南越前町総合計画の基本理念を継承し、地域発展に向けた指針と、

真に豊かなふるさと「南越前町」の実現に必要な将来像を示します。 
 

【計画期間】 

10 年／平成 27 年度(西暦 2015 年)～平成 36 年度(西暦 2024 年) 

 
 

基 本 計 画 基本構想に定めた将来像を実現するため、６つの基本目標ごとに体系的に

施策を示し、「計画達成のために取り組むこと」を定めます。 
 

【計画期間】 

前期基本計画…平成 27(2015)年度から平成 31(2019)年度まで 

後期基本計画…平成 32(2020)年度から平成 36(2024)年度まで 

 
 
 

実 施 計 画 基本目標を実現するために、具体的な事業を示します。 
 

【計画期間】 

５年間の計画期間を設け、１年ごとに計画の実行→分析・評価 

→計画の修正→実行というサイクルを繰り返します。 

   

 

＜総合計画の構成と計画期間＞ 

        
27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 32 年度～36 年度 

基  本  構  想 

平成 27 年度～平成 36 年度（10 年間） 

前期基本計画 

平成 27 年度～平成 31 年度 

後期基本計画 

平成 32 年度～ 

平成 36 年度 
実施計画 

実施計画 

実施計画 

毎年度計画見直し実行 

実施計画は、5 年間の計画期間を設け、 

1 年ごとに計画の実行→分析・評価→計画の修正→実行 

というサイクルを繰り返します。 

実施計画 

実施計画 
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第２章 町のすがた 

 

① 地勢 
 

 
 南越前町の位置（東経１３６°１２′ 北緯３５°５０′） 

本町は、福井県のほぼ中央、嶺北地域の南端に位置し、北は越前市、越前町と池田町、東お

よび南は岐阜県・滋賀県、西は敦賀市と日本海に接する山・海・里の地形の変化に富んだ自然

豊かな町です。 

町土面積は福井県全体の８．２％にあたる３４３．６９kｍ２を有します。 

地形は極めて急峻であり、総面積の約９２％が山林で占められ、海岸部は標高差２００～３

００ｍ平均斜度３５度の甲楽城断層と呼ばれる断層海岸ですが、冬は「越前加賀海岸国定公園」

にも指定されている海岸線一帯に、越前水仙の可憐で清楚な花が咲き誇ります。 

また、田倉川や鹿蒜川などが合流した日野川が町の中央を南北に流れ、河川沿いに田園風景

が広がります。 

 

 
気候は平野部と山間部、海岸部とで大きく異なります。平野部は内陸型で比較的温かいので

すが、山間部は寒暖の差が激しく、県下有数の多雪地帯で、昭和５１年には特別豪雪地帯（今

庄地域のみ）に指定されています。 

一方海岸部では、対馬海流の影響により温暖な気候で、積雪量はほとんどありません。 

  

位置・地勢 

気 候 

たくらかまくらまつり（リトリートたくら） 

夏の海水浴（甲楽城海水浴場） 
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交通条件については、県内の同規模の町と比較しても比較的優位な条件を具備しています。 

道路は、北陸自動車道や国道８号、国道３６５号といった北陸地方と関西・中京方面を結ぶ

動脈となる道路が町の南北を縦走し、北陸自動車道今庄インターチェンジ、南条スマートイン

ターチェンジおよび南条サービスエリアが設置されており、周辺地域への広域高速交通の利便

性が確保されています。 

福井県の嶺北地方と嶺南地方を結ぶ国道４７６号は、本町と敦賀市を結ぶ木ノ芽峠トンネル

が平成１６年３月に開通したことから、嶺南地域との交通の利便性が飛躍的に向上しました。

さらに平成２６年７月に全線開通した舞鶴若狭自動車道による関西方面との交流の活発化が期

待されます。 

国道３０５号は、合併後の町の最重要施策であったホノケ山トンネルが平成２５年１１月に

開通したことから、町内の道路ネットワークが向上し、北陸自動車道今庄インターチェンジや

南条スマートインターチェンジと越前海岸とのアクセスが飛躍的に向上しました。ホノケ山ト

ンネルの開通は地域間の連携をさらに深めるとともに、行政運営、観光、産業の振興、そして

地域防災などさまざまな面において大きく寄与するものと期待されます。 

また、越前加賀海岸国定公園に指定されている海岸線に沿って、主に観光道路として利用さ

れている越前・河野しおかぜラインが、国道３０５号や県道大谷杉津線と連絡し、敦賀市との

間を結んでいます。 

 

越前加賀海岸国定公園 （延長：１０８㎞／全体面積：9，794ha）…面積は福井県ホームページより 

石川県加賀市から福井県敦賀市までの海岸線を中心に指定された国定公園で、甲楽城断層

を境とした隆起海岸のため、海蝕崖や奇岩が多く見られます。 

 

町内主要道路・鉄道図 

交 通 
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鉄道は、ＪＲ北陸本線が幹線道路同様に南北に縦走

し、町内には南条、湯尾、今庄、南今庄の４駅が設置

され、福井市・越前市方面や敦賀市方面に向かう通勤

通学をはじめとする日常生活に欠かせない役割を果

たしています。 

 

路線バスは、河野地域と越前市を結ぶ民間の路線バ

スが運行されています。 

また、地域内における公共交通として、住民利用バ

スを６路線、今庄地域と南条地域を結ぶ地域間連絡バ

スを町営で運行しています。 

 

 
地域公共交通網図（路線バスを含む）／南越前町ホームページ（２０１４年 4 月 1 日更新）より 
※施設管理者が運行している施設利用者専用の送迎バスは除外しています。 

 

 
特筆すべき本町の社会的条件としては、「原子力発電施設等立地地域の振興に関する特別措

置法」において、原子力発電施設等立地地域に指定されています。これらを踏まえたうえで、

災害対策基本法および原子力災害対策特別措置法に基づき南越前町地域防災計画〈原子力災害

対策編〉を策定し、総合的かつ計画的な原子力防災事務または業務の遂行によって住民の生命、

身体および財産を原子力災害から保護するように努めています。 

 

 

  

その他の社会的条件 
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② 歴史とあゆみ 
 

 
平安時代に敦賀から木ノ芽峠を越

える「北陸道」が開かれ、近世には

栃ノ木峠越えの「北国街道」が整備

されるなど、都と北陸を結ぶ陸路の

玄関口でした。 

南北朝時代には杣山に「瓜生保（うりゅう たもつ）」

が居城するなど戦略上の要衝であったとともに、今庄や

鯖波、脇本には本陣が置かれるなど宿場町としても賑わ

いました。 

 

また、海路は中世に敦賀湊と河野浦などが結ばれ、江

戸時代中期から明治時代中期にかけ、蝦夷地（北海道）

をはじめとした日本海諸港と瀬戸内・大阪を西廻り航路

で往来した「北前船」によって、廻船業が栄えました。 

 

明治１９年に、白崎村から春日野トンネルを経て具谷、

大谷を抜け、当時の敦賀郡旧東浦村に通じる旧国道８号

である春日野道が完工され、それまで嶺北と嶺南の分水

嶺であった木ノ芽峠に代わり、両地域の交流の主軸とな

りました。 

 

明治２９年には、町の中央の日野川に沿うように国鉄

北陸本線が開通し、今庄駅には機関区が置かれ、「鉄道

のまち」として賑わいをみせましたが、昭和３７年の北

陸トンネルの開通と複線電化により、今庄機関区はその

役割を終えました。 

 

昭和４３年には、河野海岸線一帯が「越前加賀海岸国

定公園」に指定されるなど、風光明媚な海岸線と、越前

ガニや越前水仙などを求めて多くの観光客が訪れるよ

うになりました。 

 

昭和５２年１２月に北陸自動車道が開通し、福井県内

で唯一、南条サービスエリアが設置されるとともに今庄

インターチェンジが開設され、地域経済の発展や余暇活

動の活発化などに影響を与えました。 

 

昭和６０年には杣山荘、平成２年には、

今庄３６５スキー場がオープン、次いで今

庄サイクリングターミナルの改築や今庄

３６５温泉やすらぎ、花はす公園が完成し、

観光客が飛躍的に増加しました。 

平成６年には道の駅河野が開設され、翌

平成７年には杣山荘が花はす温泉「そまや

ま」としてリニューアルしています。 

  

歴史 

木ノ芽峠茶屋 

今庄宿の面影を残す町並み 

西廻り航路で往来した北前船 

旧国鉄 今庄機関区 

南条サービスエリア 
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市町村合併の変遷は、明治２２年、市制町村制の制定により、現在の南越前町を構成するこ

とになる南日野村、北杣山村、南杣山村、湯尾村、宅良村、今庄村、鹿蒜村、堺（鹿見）村、河

野村が誕生しました。 

その後、昭和２６年に今庄村と鹿蒜村が合併し今庄村となり、昭和２９年には南日野村、北

杣山村、南杣山村の３村が合併し南条村が誕生しました。 

昭和３０年には湯尾村、宅良村、今庄村、堺村の４村が合併し今庄町となり、南条村は昭和

３９年に町制を施行し、南条町となりました。 

平成１７年１月、南条町、今庄町、河野村が合併し、「南越前町」が誕生しました。 

そして、平成２７年１月１日、南越前町の誕生から１０年という大きな節目を迎えました。 

 

 

＜南越前町の誕生から１０年の歩み＞ 

平成１７年 １月 １日 

１月 ９日 

２月１３日 

４月１０日 

９月 ２日 

１１月２４日 

１２月１３日 

南越前町誕生 

南越前消防団発足 

初代町長に増澤善和氏就任 

南越前町誕生記念式典挙行 

桝谷ダム完成 

岐阜県羽島市と友好提携盟約調印 

記録的大雪（着雪による倒木被害多数ほか）  

平成１８年 １月３１日 

３月１９日 

河野小学校耐震大規模改造工事完成 

町民指標発表（第１回南越前町まちづくり大会） 

平成１９年 ３月２０日 

４月 ９日 

７月 ３日 

８月２９日 

第１次南越前町総合計画策定 

河野小学校体育館落成 

皇太子殿下ご来町「北前船主の館 右近家」ご視察 

今庄小学校落成 

平成２０年 ４月２６日 南越前ダイビングパーク完成 

平成２１年 ２月１３日 

３月２３日 

６月 ５日 

１２月 １日 

第二代町長に川野順万氏就任 

今庄なないろこども園落成 

ホノケ山トンネル工事着工 

南越前町ケーブルテレビ地上デジタル放送開始 

平成２２年 ３月 ５日 

３月２８日 

南条中学校耐震大規模改造工事完成 

南条スマートインターチェンジ上り下り双方向供用開始 

平成２３年 １月３１日 

３月 ３日 

観測史上最大の積雪を観測 今庄地区最深積雪２４４㎝ 

今庄中学校耐震大規模改造工事完成 

平成２４年 ２月２９日 

３月１６日 

３月１６日 

３月３１日 

１２月 ５日 

役場庁舎別館耐震大規模改造工事完成 

桜町町営住宅完成 

河野中学校耐震大規模改造工事完成 

河野児童館落成 

湯尾小学校耐震大規模改造工事完成 

平成２５年 ２月１３日 

２月１５日 

１１月 ４日 

川野順万氏町長再選 

役場庁舎本館耐震大規模改造工事完成 

ホノケ山トンネル開通 

平成２６年 １０月２６日 南越前町合併１０周年記念式典挙行 

  

あゆみ 
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＜町村合併の経緯＞ 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明 治 大 正 昭 和 平 成 

鹿見村は明治２３年

に堺村と改称 

明治２２年 

今庄村 

鹿蒜村 

堺 村 

湯尾村 

宅良村 

北杣山村 

南杣山村 

南日野村 

南条町 

 
Ｓ39.9.1 

南条村 

 

Ｓ29.1.1 

河野村 

南

越

前

町 
 

Ｈ17.1.1 

今庄町 

 
Ｓ30.4.1 今庄村 

 
Ｓ26.4.1 
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③ 人口・世帯 
 

 
平成２２年１０月１日現在の国勢調査によると総人口は１１，５５１人で、福井県の人口の

１．４％を占めています。昭和３５年ピーク時点の人口１８，３３１人と比べて５０年間で６，

７８０人、３７％減少しており、現在のペースで推移した場合、平成３７年には９，６２８人

になると推計されています。 

 
＜人口の推移＞ 

  

※平成３７年は国立社会保障・人口問題研究所による推計値      資料：国勢調査 

 

＜人口動態の推移＞ 

項目 平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年 

自然 

動態 

出生 76 79 100 73 76 

死亡 170 154 177 152 180 

増減 △ 94 △ 75 △ 77 △ 79 △ 104 

社会 

動態 

転入 254 240 258 272 223 

転出 310 293 331 366 323 

増減 △ 56 △ 53 △ 73 △ 94 △ 100 

差引増減 △ 150 △ 128 △ 150 △ 173 △ 204 

資料：福井県統計年鑑(各年 10～9 月) 
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平成２２年１０月１日現在の国勢調査による年齢５歳階級別の男女別人口構成をみると、男

性では６０歳～６４歳、女性では７５歳～７９歳を頂点としてつぼ型の分布となっており、中

でも２０歳～４４歳のいわゆる子育て世代や０歳～９歳の子どもの数が少なくなっています。 

 

 ＜年齢構成＞                                            

191
260
270
274

251
282
276
285
288

330
391

431
438

355
391

467
440

430

0 100 200 300 400 500 600

０～4歳
5～9歳

10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85歳以上

女6，050人

224
249

310
326

225
282
277

290
281

323
362

448
503

320
319

334
266

162

0100200300400500600

男５，５０１人

 
資料：国勢調査 

  

年齢構成 

合計 11，551 人 
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平成２２年１０月１日現在の国勢調査によると世帯数は３，４８３世帯で、昭和４５年から

平成１２年まで増加していましたが、その後減少傾向にあります。平均世帯人員は昭和３５年

の４．９人から、平成２２年には３．３人と年々減少しており、核家族化が進んでいます。 

 

 ＜世帯数・平均世帯員数の推移＞ 

 
資料：国勢調査 

  
＜人口・世帯等の推移＞ 

項 目 昭和 60 年 平成 2 年 平成 7 年 平成 12 年 平成１７年 平成 22 年 

人口 

(人) 

南越前町 13,886  13,804  13,616  13,221  12,274  11,551  

うち男性 6,695  6,628  6,555  6,437  5,850  5,501  

うち女性 7,191  7,176  7,061  6,784  6,424  6,050  

福井県 817,633  823,585  826,966  828,944  821,592  806,314  

人口密度(人/kｍ２) 40.4  40.1  39.6  38.5  35.7  33.6  

年齢別 

人口 

(人) 

年少人口 2,831  2,608  2,355  2,031  1,754  1,504  

0～14 歳 (20.4%) (18.9%) (17.3%) (15.4%) (14.3%) (13.0%) 

生産年齢人口 8,845  8,675  8,236  7,750  6,968  6,563  

15 歳～64 歳 (63.7%) (62.8%) (60.5%) (58.6%) (56.8%) (56.8%) 

高齢人口 2,210  2,521  3,025  3,440  3,552  3,484  

65 歳以上 (15.9%) (18.3%) (22.2%) (26.0%) (28.9%) (30.2%) 

世帯数 
南越前町(世帯) 3,450  3,484  3,634  3,745  3,542  3,483  

平均世帯人員 4.0  4.0  3.7  3.5  3.5  3.3  

就業 

人口 

(人) 

第 1 次産業 1,172  933  868  506  494  406  

(農業・林業・水産業) (15.3%) (12.3%) (11.7%) (7.4%) (8.0%) (7.0%) 

第 2 次産業 3,340  3,496  3,240  3,007  2,376  2,014  

(鉱業・建設業・製造業) (43.6%) (46.0%) (43.5%) (43.7%) (38.5%) (34.9%) 

第 3 次産業 3,141  3,169  3,333  3,361  3,296  3,299  

(※1) (41.0%) (41.7%) (44.8%) (48.9%) (53.4%) (57.2%) 

分類不能 
2      1  10  52  

(0.1%)     (0.0%) (0.1%) (0.9%) 

※1…電気・ガス・水道業、情報通信業、運輸郵便業、卸売小売業、金融・保険業、不動産業、各種サービス業、教育、公務等 

資料：国勢調査 
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1,000
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S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22

世帯数 平均世帯員数

世帯数等の推移 
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数
》 
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経済の国際化が進み、日本の産業構造は大きく変化してきている中、本町の基幹産業である

第 1 次産業をはじめとして、経営基盤の脆弱な中小企業を中心とした第２次産業、小売業がほ

とんどで商業集積度が低い第３次産業のいずれも、労働者の高齢化・後継者不足によって衰退

傾向にあります。 

平成２２年１０月１日現在の国勢調査によると、本町では５，７１９人が就業しており、第

１次産業人口が７．０％、第２次産業人口が３４．９％、第３次産業人口が５７．２％を占め

ています。昭和５５年を１００とすると、全体では７４と減少しており、その中でも第１次産

業は２７、第２次産業は６５と減少しています。しかし、第３次産業は１０５と増加していま

す。 

 
第１次産業のうち、農業は町の中央を南北に流れる日野川沿いの両岸に圃場整備された田園

が広がり、稲作を中心に「花はす」や「そば」などが栽培されているほか、海岸部においては稲

作に代わる振興作物として「梅」、「水仙」が栽培されています。 

しかし、山間部における農地の集約、集団化が難しいことや担い手の高齢化等のため、農業

産出額の減少傾向が続いています。また、環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）をはじめと

する自由貿易体制への移行の影響についても注視されています。 

一方で、屋内施設で無農薬の野菜を育てる植物工場ビジネスへの取組みとして、空き工場を

活用した植物工場を県外より誘致し、葉物野菜の生産出荷を行い、新たな雇用の創出にもつな

がっています。 

林業は、町土の約９割を占める山林で優良材の杉やヒノキが生産されていますが、近年の木

材価格の低迷と林家の高齢化により森林管理が困難になっています。 

水産業は、定置網漁業が中心になっていますが、漁獲量が不安定であることに加え、価格が

市場の影響を受けやすいなどの問題を抱えています。 

 

第２次産業については、工業団地を整備し数社の企業誘致に取り組んできましたが、依然、

建設業の占める割合が高くなっています。 

工業は、北陸自動車道今庄インターチェンジや南条スマートインターチェンジを中心に複数

の企業が立地していますが、事業所のほとんどが小規模で、社会情勢の動向に左右されやすい

不安定要素を含み、厳しい環境の中で各企業の自助努力によって経営されています。 

 

第３次産業のうち商業については、商業集積度が低いことに加え、近年の消費者ニーズの多

様化や近隣市への大型量販店の進出が背景にあり、１店舗あたりの販売額は全県平均と比べ小

規模となっています。 

観光産業については、近年、観光・レジャーの多様化などの社会的要因や、地球規模の温暖

化などの自然環境的要因によって、観光客は減少しています。 

 

1,498 1,172 933 868 506 494 406 

3,120 3,340 3,496 3,240 
3,007 

2,376 2,014 

3,143 3,141 3,169 3,333 
3,361 

3,296 
3,299 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

S55 S66 H2 H7 H12 H17 H22

第1次産業 第2次産業 第3次産業

S60

産業別就業人口の推移 

5,719 
6,166 

6,874 
7,441 7,598 7,653 7,761 

資料：国勢調査 
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産業大分類別事業所数の全事業に占める割合では、全国および福井県と比べて、「農林漁業」

や「建設業」、「宿泊業・飲食サービス業」、「サービス業（他に分類されないもの※）」の割

合が高くなっています。また、「医療、福祉」が町内の全産業に占める事業所数の割合（６．

２%)は、福井県内で１番高いまちとなっています。 
※「サービス業（他に分類されないもの）」の中には、自動車整備業、機械等修理業などの事業所が含まれます。 

 

＜産業大分類別事業所数の全事業に占める割合＞ 
平成 21 年経済センサス‐基礎調査福井県基本集計 統計表より 

   

0.5%

0.1%

0.0%

9.7%

8.9%

0.1%

1.3%

2.5%

25.7%

1.5%

6.8%

4.0%

12.9%

8.5%

3.7%

6.2%

0.6%

6.2%

0.7%

0.5%

0.1%

0.1%

11.8%

12.6%

0.2%

0.8%

2.0%

25.6%

1.7%

3.1%

3.4%

12.3%

8.1%

3.6%

4.9%

0.9%

7.5%

0.8%

1.2%

0.5%

0.2%

15.5%

8.4%

0.7%

0.2%

2.5%

19.7%

0.7%

1.1%

2.1%

13.7%

6.9%

4.6%

6.2%

2.3%

11.1%

2.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

農業，林業

漁業

鉱業，採石業，砂利採取業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業，郵便業

卸売業，小売業

金融業，保険業

不動産業，物品賃貸業

学術研究，専門・技術サービス業

宿泊業，飲食サービス業

生活関連サービス業，娯楽業

教育，学習支援業

医療，福祉

複合サービス事業

サービス業（他に分類されないもの）

公務（他に分類されるものを除く）

全産業 福井県 南越前町
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＜農業の推移＞ 

項目 
平成 17 年 

(農林業センサス) 
平成 20 年 平成 21 年 

平成 22 年 

(農林業センサス) 
平成 23 年 平成 24 年 

農業就業人口（販売農家） 

（人） 
905      587      

地目別

面積 

田（ｈａ） 1,037  1,027  1,025  1,022  1,008  1,006  

畑（ｈａ） 149  148  147  146  147  146  

水稲 
作付面積（ｈａ） 719  684  672  673  656  652  

収穫量（ｔ） 3,370  3,340  3,130  3,230  3,200  3,100  

資料：福井県統計年鑑 

 

 

＜製造業事業所数、従事者数、製造品出荷額＞  

項目 平成 19 年 平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年 平成 24 年 

製造業事業所数 31  29  27  26  22  23  

製造業従事者数（人） 650  652  611  593  593  608  

製造品出荷額（百万円） 14,818  13,335  11,128  11,028  9,756  9,505  

資料：政府統計の総合窓口（都道府県・市区町村のすがた）、Ｈ23・24 工業統計調査 

 

 

＜商業事業所数、従事者数、商業年間商品販売額＞ 

項目 平成 11 年 平成 14 年 平成 16 年 平成 19 年 平成 24 年 

商業事業所数 158  148  132  118  89  

商業従事者数 484  495  457  626  325  

資料：政府統計の総合窓口（都道府県・市区町村のすがた）、Ｈ24 商業統計調査 
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第 3 章 関連する計画 
総合計画の施策を着実に推進するため、総合計画との整合性に配慮し、各分野において次の

関連計画が策定され、実施しています。 

＜関連する計画＞ 

計画名 策定年度 計画期間 

南越前町地域防災計画 H18（H2６修正）   

南越前町国民保護計画 H18   

南越前町災害時要援護者避難支援計画 H20   

南越前町まちづくり計画 H16（H26 更新） H17～H31 

南越前町過疎地域自立促進計画 H22 H23～H27 

南越前町地域公共交通計画 H24 H25～H27 

南越前町情報化基本構想 H24 H25～H29 

南越前町地域福祉計画 H22 H23～H27 

南越前町健康増進計画 H22 H23～H27 

第２次南越前町障害者計画 H23 H24～H29 

第４期南越前町障害福祉計画 H26 H27～H29 

南越前町高齢者福祉計画及び第６期介護保険事業計画 H26 H27～H29 

南越前町子ども・子育て支援事業計画 H26 H27～H31 

南越前町田園環境整備マスタープラン H17 H17～ 

南越前町農業経営基盤の強化の促進に関する基本構想 H18（Ｈ26 更新）   

南越前町水田農業ビジョン H22 策定 H22～H27 

南越前町鳥獣被害防止計画 H22（H26 更新） H26～H27 

南越前町森林整備計画 H22（H23 更新） H23～H34 

南越前町地産地消推進計画 H23 H23～H27 

南越前町農業振興地域整備計画 H25 H25～H34 

南越前町建築物耐震改修促進計画 H19 H19～H27 

南越前町環境基本計画 H21 H22～H29 

南越前町地球温暖化対策実行計画 H21 H22～H29 

南越前町無雪化計画 H21  

南越前町水道ビジョン H21 H23～H32 

南越前町公営住宅等長寿命化計画 H23 H24～H33 

南越前町橋梁長寿命化修繕計画 H25  

南越前町道路除雪基本計画 毎年策定   

南越前町男女共同参画計画 H18 H19～H28 
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「
高
齢
化
っ
て
本
当
に
悪
い
こ
と
？
」 

今
庄
中
学
校
三
年 

堀
井 

駿 

 

僕
の
住
む
町
、
南
越
前
町
は
緑
豊
か
で
の
ど
か
な
町
で
す
。
と
て
も
い
い

町
で
す
が
、
南
越
前
町
は
田
舎
な
の
で
建
物
は
と
て
も
少
な
い
で
す
。
そ
の

た
め
、
多
く
の
若
い
人
た
ち
は
、
も
っ
と
多
く
の
建
物
が
立
ち
並
ぶ
市
や
街
、

ま
た
は
県
外
へ
行
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
影
響
で
、
南
越
前
町
民
の
多
く

は
お
年
寄
り
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
町
で
は
高
齢
化
が
と
て
も
進
ん
で
い
る

の
で
す
。 

 

高
齢
化
が
進
む
の
は
悪
い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す

が
、
僕
は
高
齢
化
が
進
ん
で
よ
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

の
で
す
。
そ
れ
は
、
南
越
前
町
の
雰
囲
気
が
と
て
も
柔
ら
か
く
な
っ
た
こ
と

で
す
。
そ
う
思
っ
た
の
は
、
あ
る
体
験
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。 

あ
る
日
、
僕
は
自
転
車
で
友
だ
ち
の
家
に
遊
び
に
行
き
ま
し
た
。
友
だ
ち

の
家
ま
で
の
道
の
り
を
自
転
車
で
走
っ
て
い
る
と
、
前
方
に
若
い
女
の
人
が

見
え
ま
し
た
。
僕
は
す
れ
違
う
と
き
に
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
あ
い
さ
つ
を
し

ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
の
女
の
人
は
「
こ
ん
に
ち
は
…
」
と
、
少
し
困
っ
た

様
子
で
元
気
の
な
い
あ
い
さ
つ
を
返
し
て
き
て
、
僕
は
な
ん
だ
か
さ
み
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
も
う
し
ば
ら
く
自
転
車
を
こ
い
で
い
る

と
、
今
度
は
、
前
方
に
六
十
代
か
ら
七
十
代
あ
た
り
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
見

え
ま
し
た
。
僕
は
さ
っ
き
の
気
持
ち
を
引
き
ず
り
な
が
ら
も
「
こ
ん
に
ち
は

～
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
笑
顔
で
僕
の 

ほ
う
を
見
な
が
ら
「
こ
ん
に
ち
は
～
」
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ら
し
い
ゆ
っ
た
り

し
た
あ
い
さ
つ
を
返
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

僕
は
そ
の
と
き
、
な
ん
だ
か
ほ
っ
こ
り
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
今
度
は
帰
り
道
に
会
っ
た
二
人
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、
笑
顔
で
「
こ
ん
に

ち
は
～
」「
お
か
え
り
～
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
て
、
僕
は
と
て
も

心
が
温
か
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
感
覚
は
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
地

域
特
有
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
東
京
や
、
大
阪
な
ど
の
若
い
人
た
ち
が
た

く
さ
ん
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
な
か
な
か
味
わ
え
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
こ
の
ゆ

っ
た
り
と
し
た
あ
い
さ
つ
な
ど
に
よ
っ
て
、
僕
の
住
む
南
越
前
町
は
雰
囲
気

ま
で
も
が
と
て
も
朗
ら
か
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
点
に
関
し
て
、

僕
は
高
齢
化
が
進
ん
で
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。 

 

こ
こ
ま
で
聞
い
た
人
は
、
も
し
か
す
る
と
僕
が
、「
若
い
人
は
東
京
や
大
阪

な
ど
に
好
き
に
行
っ
て
い
い
よ
～
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
僕
は
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
気
は
み
じ
ん
も
あ

り
ま
せ
ん
。
若
い
人
は
、
こ
こ
に
残
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
町
の
お

年
寄
り
た
ち
が
築
い
て
く
れ
た
、
こ
の
温
か
い
雰
囲
気
を
保
っ
て
い
く
た
め

に
。
若
い
人
た
ち
が
こ
こ
で
年
を
と
り
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

な
る
な
ら
ば
、
自
然
と
こ
の
雰
囲
気
は
受
け
継
が
れ
て
い
く
の
で
す
。 

 
僕
は
南
越
前
町
に
と
ど
ま
っ
て
、
年
を
と
り
、
こ
の
ほ
っ
こ
り
し
た
安
心

で
き
る
雰
囲
気
を
受
け
継
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

南
越
前
町
合
併
１０
周
年
記
念
「
ふ
る
さ
と
南
越
前
町
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル 

最
優
秀
賞
作
品 
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総 

論 

 

未来の南越前町（河野小学校 ６年 川地悠木さん） 
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